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2011(H23)年度6年生総合試験問題

１正しい組合せはどれか。

ａプロラクチノーマ

６労作性狭心症の治療について正しいのはどれか。

ａ経皮的冠動脈形成術後も薬物療法は必要である。

ｂワーファリンを用いた抗凝固療法が一般的である。

ｃ経皮的冠動脈形成術は薬物治療よりも予後を改善する。

ｄ薬剤溶出性ステントは定期的な入れ替え術が必要である。

ｅ新規発症の場合、安定化するまで心臓カテーテル検査は避けるべきである。

不妊

巨大舌

体重増加

満月様顔貌

皮間色素沈着

７陣腫傷について誤っているのはどれか。

ａ陣管癌の主訴は腹術が最も多い。

ｂ陣癌の診断時に80％は手術不能である。

ｃグルカゴノーマは高度の下痢が特徴的である。

。陣癌の腫傷マーカーとしてCAl9-9の感度が高い。

ｅ陣癌の化学療法としてGemcitabineが用いられる。

ｂクッシング病

ｃ神経性食思く欲〉不振症

ｄ末端肥大症

ｅ中枢性尿崩症

３麻疹ウイルスについて正しいのはどれか。２つ選べ。

ａＤＮＡウイルスである。

ｂ発疹からウイルスが分離される。

ｃ遅延型アレルギー反応を抑制する。

ｄ亜急性硬化性全脳炎（SSPE）を続発することがある。

ｅＸ連鎖無ガンマグロブリン血症の患者に感染すると重篤となる。
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２更年期に関する記述で正しいのはどれか。

ａ閉経してから骨塩量が低下し始める。

ｂプロラクチンが上昇したため月経不順となった。

ｃ閉経した後にもエストラジオールは分泌されている。

ｄゴナドトロピンが上昇し始めたので月経不順となった。

ｅエストロゲンの分泌は一度低下しはじめたら増えることはない。

1O正しいのはどれか。

ａオウム病では、β‐ラクタム系抗菌薬が無効である。

ｂツツガムシ病では、採血検査で好酸球数の増加を来す。

ｃマイコプラズマ肺炎では、寒冷凝集素価の低下が補助診断となる。

。発疹チフスは、ネズミノミが媒介して感染する人畜共通感染症である。

ｅクラミドフイラ肺炎では、胸部エックス線写真で空洞影を伴うことが特徴である。

５神経線維腫症１型(vonRecklinghausen病)について正しいのはどれか。

ａ葉状白斑を認める。

ｂ顔面の血管皿を認める。

ｃ両側の聴神経腫蕩を認める。

ｄ常染色体劣性遺伝性疾患である。

ｅ遺伝カウンセリングの対象になる。

８慢性尿細菅間質性腎炎の原因となるのはどれか。

ａアミロイド腎症

ｂ多発性愛胞腎

cSj6gren症候群

．溶血性尿毒症症候群

eGoodpasture症候群

４ＪＡＫ2遺伝子の点変異により６１７番目のアミノ酸バリンがフェニルアラニンに置換する異常が認

められる疾患はどれか。

ａ多発性骨髄腫

ｂ 猫 胞 性 リ ン パ腫

ｃ真性赤血球増多症

ｄ慢性好酸球‘脚:向巾病

ｅ急性前骨髄球性向向病

９血清を冷蔵庫（４℃）に一晩置くと上部にクリーム層がみられる脂質異常症はどれか。２つ選べ。

ａｌ型

ｂⅡａ型

ｃⅢ型

．Ⅳ型

ｅＶ型



虫卵の写真
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１６糞便検査で検出された６０×４５ｕｍの虫卵を写真に示す。１１免疫不全患者に使用できないワクチンはどれか。

ａ Ｂ Ｃ Ｇ ワ ク チ ン

ｂ肺炎球菌ワクチン

ｃ髄膜炎菌ワクチン

ｄ不活化ポリオワクチン

ｅ不活化インフルエンザワクチン

１８尿路結石症について正しいのはどれか。

ａ夏季より冬季に好発する。

ｂ下部尿路結石が９５％を占める。

ｃ尿酸結石はエックス線透過性である。

ｄ小児は体外術盤波砕石術の禁忌である。

ｅシユウ酸カルシウム結石はエックス線透過性である。

弧

感染しているのはどれか。

ａ回虫

ｂ 釣 虫

ｃ肝吸虫

d広節裂頭条虫

ｅ日本住血吸虫

１２痔班について正しいのはどれか。３つ選べ。

ａ虹門周囲膿傷とは成因が異なる。

ｂ成人の痔痩は自然治癒することが多い。

ｃクローン病に合併するものでは雌治性なものが多い。

ｄ成因としては虹門陰街からの細菌感染が重要である。

ｅ長期間存在するものでは粘液癌を発生することがある。
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１７正しいのはどれか。

ａ大麻には身体依存がある。

ｂコカインの吸入は経鼻が多い。

ｃアンフェタミン依存には離脱症状がある。

ｄモルヒネの身体依存形成には数か月を要する。

ｅペンタゾシンとバルピツレートには交差耐性がある。

１３抗菌薬が有効なのはどれか。

ａウエストナイル熱

ｂ伝染性単核球症

ｃかぜ症候群

ｄ日本脳炎

ｅ百日咳

１４正期産で出生した新生児の所見で正常と判断して良いものはどれか。

ａ心拍数60/分

ｂ呼吸数70/分

ｃ体温35.2℃

．大泉門膨隆

eB3hln員1でi反射陽性 １９カンビロバクター食中毒について正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ偏性嫌気‘性菌である。

ｂ毒素型の食中毒である。

ｃ重症例は血便を呈する。

ｄ鶏肉や牛肉が原因食品であることが多い。

ｅ感染症法により三類感染症に指定されている。

１５正しいのはどれか。

ａ子宮筋腫による過多月経は筋層内筋腫で最も多い。

ｂ子宮腺筋症に子宮筋腫が合併することは稀である。

ｃ腺細胞の異型の有無により子宮内膜増殖症と子宮内膜異型増殖症に分類される。

ｄ進行卵巣癌（Ⅲ期.Ⅳ期）の５年生存率はおよそ40％である。

ｅ子宮頚癌ワクチンは子宮頚部異形成の状態であれば治療的効果を期待できる。

－１０４二4－－１０４３－



血清生化学所見：尿酸１１．２ｍｇ/dﾉ。
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２０パニック障害にみられるのはどれか。

ａ世界没落体験

ｂ強迫観念

ｃ罪業妄想

ｄ尖 端恐 怖

ｅ予期不安

２３３歳の男児。連動障害を主訴に来院した。乳児期からおむつにレンガ色の粉末が付着しているこ

とが多かった。１歳ころから、つかまり立ちができなくなり、お坐りもできなくなってしまった。

その後、アテトーゼ様の不随意運動が次第に強く出現するようになってきた。内反尖足傾向とな

り臥位姿勢となった。知的にも退行がみられるようになった。尿所見：蛋白（－)、潜血２＋、沈

置に赤血球20～30/l視野。

認められる症候はどれか。
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視力障害

皮間炎

てんかん

自傷行為
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２１上咽頭癌について正しいのはどれか。

ａ頚部リンパ節賑移はまれである。

ｂＥＢウイルスとの関連が深い。

ｃ早期に喋下障害が出現することが多い。

ｄ放射線に感受性が低い。

ｅ食道癌を合併することが多い。

２２３８歳の女‘性。３７．４℃の発熱と前頚部痛を主訴に来院した。１０日前より感冒様症>伏があり、市

販の風邪薬を内服していた。来院時、甲状腺左葉に圧痛を伴う結節性腫揃を認めた。頚部皮膚に

発赤はみられない。赤沈１時間値９０ｍｍ，ＣＲＰ８ｍｇ/dJ、ＴＳＨ＜0.01βＵ/ｍｊ（基準0.27～4.20)、

Ｆ－Ｔ３８､2ｐｇ/ｍノ（基準2.73～4.50)､F-T434ng/dノ（基準1.00～1.80)､抗サイログロブリン抗体陰性、

抗甲状腺ベルオキシターゼ抗体陰性であった。

この患者に認められるのはどれか。

ａ眼球突出

ｂ機能性収縮期雑音

ｃヨード摂取率上昇

ｄ下咽頭梨状街煙孔

ｅ前腔骨部粘液水腫

－１０４５－ －１０４６－
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２４２９歳の女性。３年前に築20年の木造家屋へ転居をした後から、７月頃に乾性咳鰍を自覚するよ

うになったが、２～３か月後には自然に改善した。今年も同じ頃より咳蹴が続き、昨年より咳噸

がひどく、近医を受診し鎮咳薬を処方されるも症状が改善しないため当院を受診した。受診時の

胸部エックス線写真と胸部単純ＣＴを示す。喫煙歴はなく、ペットの飼育もない。

以下のうち正しいのはどれか。

ａツベルクリン反応を行うと、陽性を示す。

ｂ呼吸機能検査を行うと、拘束性換気障害を示す。

ｃ血液検査を行うと、好酸球数の増加を認める。

ｄ血液検査を行うと、非特異的IgE抗体の増加を認める。

ｅ気管支鏡検査を行うと、肺胞洗浄液中の好中球数の増加を認める。

２５６３歳の男性。生来健康であったが､尿の濃染を自覚して来院した。腹部は平坦､戦で圧痛はなかっ

た。体温365度。血液所見で総ビリルビン７．５ｍｇ/dJ、直接ピリルビン５．８ｍｇ/dﾉ、ＡＳＴ８５１Ｕ/j，

ＡＬＴ９５１Ｕ〃、ＡＬＰ1,2401U/ノ（基準：８０～260）であった。ERCP検査を示す。

考えられる疾患はどれかＣ

ａ肝外胆管癌

ｂ体質性黄痘

ｃ腫癌形成性陣炎

ｄ原発性硬化性胆管炎

ｅファーター乳頭部癌

２６１１歳の女児。数週間前からだるさを訴えており、２日前から鼻出血がありI卜巾しにくかったた

め来院した｡体温38.1℃､眼臓結膜は貧血を認める｡頚部に1.5cm大のリンパ節を認めるが圧痛

はない。肝臓を右肋骨弓下に３ｃｍ触知する。血液検査所見：赤血球320万、Ｈｂ9.49/dZ、白血球

128‘０００、血小板６万、ＡＳＴ40単位、ＡＬＴ26単位、ＬＤＨ1,600単位。

骨髄血塗抹MayGiemsa染色標本を示す。

この患児の予後不良因子はどれか。２つ選べ。

’
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骨髄血塗抹May-Giemsa染色標本
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胸部エックス線
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胸部ＣＴ

ERCP検査

竜 ａ年齢

ｂリンパ節腫脹

ｃ白血球数

．性別

ｅＬＤＨ値

一一冨冒閣痔毎審

胸部ＣＴ



ゆ

あ

転
凶

2011(H23)年度6年生総合試験問題

２７５４歳の女性。１年前より月経不定で出血逓も持続期間も短くなっている｡最近､不眠､集中力低下、

意欲低下を認め、徐々に会話や外出もしなくなってきたため、家族に付き添われ受診した。

診断に有用でないのはどれか。

ａ記銘力検査

ｂ頭部MRI検査

ｃ家族背景の聴取

dRorschachテスト

ｅエストロケン量測定

２９５２歳の男性。２か月前から、就寝時、夜間から早朝に、冷汗を伴う胸部圧迫感を自覚するよう

になった。発作の持続時間は５から１０分程度で、日中労作時に胸部症状の出現はない。発作時の

ホルダー心電図と硝酸イソソルピド冠注後の冠動脈造影所見を以下に示す。

正しいのはどれか。

ａ経皮的冠動脈形成術の適応である。

ｂ運動負荷で発作が誘発されることはない。

ｃカルシウム桔抗薬の投与が治療に有用である。

ｄ恒久的ペースメーカー植え込み術の適応である。

ｅ薬剤溶出性ステントよりもベアメタルステントの使用が適している、

２８７８歳の男性。肺炎のため入院加療中に、第Ⅱ世代セフエム系抗菌薬の投与を受けていた。第１０

病日から腹痛と３８℃の発熱が出現。また１０回／日の下痢も認めるようになったため下部消化管内

視鏡検査を行った。Ｓ状結腸の内視鏡写真を示す。

本疾患の原因菌として最も考えられるのはどれか。

r1-f-YL-ﾔL1rL1ﾊーf-f,-rLfL1ﾉLHLrl-f-F-rLfLYLfL1fLYL1rLr-r-f-1A-f
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S状結腸の内視鏡写真
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冠動脈造影所見
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３０３０歳の男'性。ｌか月前より続く発熱と徐々に増大し数珠状に連なる右頚部リンパ節腫大を主訴

に来院した。日常生活に大きな支障はない。海外渡航歴やアレルギー歴はない。リンパ節生検を

３１５４歳の女性。健診にて胸部エックス線検査で異常陰影を指摘されて受診した。

胸部造影ＣＴ画像を示す。

この疾患を治療することで改善、予防できる疾患はどれか。２つ選べ。

ａ肺癌

ｂ脳梗塞

ｃ呼吸不全

ｄ肺血栓塞栓症

ｅ深部静脈血栓症

施行したところ、図（Hematoxylin-Eosin染色）のような所見であった。

次に行うべきものは、どれか。

ａ抗菌薬投与

ｂ全身放射線照射

ｃステロイド大量療法

ｄ多剤併用大量抗がん薬治療

ｅ画像検査などを用いた、病期診断

画画
胸部造影ＣＴ画像

Ｆ
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Hematoxylin-Eosin染色

－１０４１２－－１０４１１－

３２５５歳の男性。本日朝に突然、右母吐中足吐節関節の激痛が出現し、来院した。身長165ｃｍ、体

重７５ｋｇ、体温37.2℃・脈拍102/分、整。血圧164/９２ｍｍＨｇ･心音と呼吸音に異常を認めない。

腹部は平坦、軟。右母吐球部に著明な発赤、圧痛を伴う腫脹を認める。尿所見：蛋白ｌ+、糖(一)、

沈置に赤血球20～30/l視野。血清生化学所見：尿素窒素２３ｍｇ/dlI、クレアチニン０．９ｍｇ/dJ、尿

酸8.8ｍｇ/dﾉ。腹部超音波検査で腎孟に結石を認めた。

最も適切な治療薬はどれか。

ａ利尿薬

ｂ消炎鎮痛薬

ｃ尿アルカリ化薬

ｄ尿酸排池促進薬

ｅ尿酸生合成抑制薬



適切な治療はどれか。

ａ輪液

ｂ血擬交換

ｃ血液透析

ｄ抗菌薬投与

ｅ消炎鎮痛薬服用中止

《
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３３３０歳の女性。これまで健診などで異常を指摘されたことはない。微熱、咽頭痛のため５日前か

ら非ステロイド系消炎鎮痛薬を服用した。昨日から発熱、関節痛、四肢・体幹の紅斑、尿堂減少

を認めたため受診。

脈拍84/分。血圧150/８０ｍｍＨｇ・心音純、肺野清、腹部異常なし。背部叩打痛なし。

下腿浮腫あり。両下肢に馬平な紅斑の多発を認める。

尿所見；比重１０１０、蛋白（一)、潜血(－)、尿糖(－)、沈渡:白血球15-20/1視野、白血球円柱十。

尿浸透圧３３０ｍＯｓｍＨ２０/kg、尿中Ｎａ３０ｍＥｑ/Jｏ

血液生化学所見；総蛋白７．２９/dZ、アルブミン４．２９/dJ、尿素窒素３０ｍｇ/dﾉ、クレアチニン

２５ｍｇ/dﾉ、Ｎａｌ３８ｍＥｑ/J、Ｋ５．０ｍＥｑ/ﾉ、Ｃｌ９６ｍＥｑ/j，Ｃａ９．０ｍｇ/dﾉ。

血液、尿培養陰性。本例の腎生検所見(PAS染色、200倍)を示す。

３５１０か月の乳児。夕方より機嫌が悪く、急に泣きだすようになった。抱いてあやしているうちに

寝るが、また泣き出すことを繰り返すため来院した｡右上腹部に小児手拳大の腫癌を触れ、涜腸

すると血便を認めた。

この症例について最も適切なのはどれかＣ

ａ回腸回腸型が多い。

ｂ器質的原因が多い。

ｃDance徴候が陽性｡

ｄ無胆汁性堰吐を繰り返す｡

ｅ外科的治療はＲ月rn只十Rdt手術となる。

３６８０歳の女性。半年前より少量の不正出血と褐色帯下を認めるようになり２～３日前に軽度の右

下腹部痛も出現したため来院した。内診上陸分泌液は血性、子宮頚部に３ｃｍ程の腫傷を認め、Ｉ塁

壁にも１ｃｍ程の浸潤を認めた。直腸診にて子宮傍組織は柔らかく異常所見は認めなかった。

この時点において考えられるのはどれか。２つ選べ。

ａ子宮頚癌Ⅱａ期である。

ｂ子宮頚癌Ⅱｂ期である。

ｃMRIは臨床進行期決定に適応する。

ｄ円錐切除は有効な診断方法である。

ｅ治療には放射線療法を用いる。

「

Ｆ
凶

－１０４－１３－

腎生検所見

３４５６歳の男性。Ｓ状結腸癌の診断で、Ｓ状結腸切除術とリンパ節郭清の手術を受けた。術後の病理

学的検査の結果は、中分化管状腺癌で壁深達度は擬膜下層であった。リンパ節転移及び遠隔転移

は認めなかった。

正しいのはどれか。

ａDukes分類でＢとなる。

ｂ大部分が家族性発症である。

ｃ病期診断に用いる情報が足りない。

ｄ中分化腺癌なので予後不良である。

ｅリンパ節転移がないので早期癌である。

－１０４１４－
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３７１０歳の男児。右下肢痛のため家族に伴われて来院した。４か月前から誘因なく右大腿部痛が出

現した。痛みは安静時、運動時ともにあり、夜間に増強する。非ステロイド性消炎鎮痛剤により

著明に痛みは軽減する。右下肢の皮間、筋および関節に異常を認めない。右大腿骨のエックス線

３９７２歳の男性。高血圧に対して降圧薬内服中であった。突然激しい背部痛が出現し、持続するた

め救急車にて救命センターを受診した。来院時、心拍数96/分、整。血圧182/９２ｍｍＨｇ、意融は

清明であった。心電図は洞調律で、ＳＴ－Ｔ変化はなく、胸部エックス線写真では軽度心陰影拡大

を認めたが、肺野に異常所見は認めなかった。胸部造影ＣＴ検査を示す。

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ降圧治療を開始する。

ｂ緊急手術の適応である。

ｃ直ちに血管造影を行う必要がある。

ｄ発症後24時間以内に５０％以上が死亡する。

ｅステントグラフ1､治療の適応となる可能性がある。

検査を示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ骨肉腫

ｂ類骨骨腫

ｃ軟骨肉腫

ｄ骨軟骨腫

ｅ好酸球性肉芽腫

胸部造影ＣＴ検査

?蟻‘，

胸部造影ＣＴ検査

－１０４－１５－

且
‐
一
‐
、

右大腿骨のエックス線検査

３８１６歳の男子。ジョギング中、突然の左胸痛と呼吸困難にて来院した。来院時の胸部エックス線

一－写真を示す。

身体所見として正しいのはどれか。

awheezeの聴取

ｂ頚動脈の怒張

ｃⅡ音固定性分裂

ｄ声音振遥の減弱

ｅ肺胞呼吸音の増強

－１０４１６－

『

Ｆ
』

ｰ ~

胸部エックス線写真

『

｜

４０６歳、小学１年の男児。幼児期発達で始語１歳８か月と軽い言葉の遅れあり。年少より幼稚園

に入園したが他児と比べ落ち着きのなさが目立った。家族との外出でよく迷子になった。就学後

も授業中着席できず教室内を歩き回り、集中も続かなかったため精神科外来を受診した。頭部画

像検査、脳波検査、知能検査、血液生化学検査で異常を認めなかった。

治療薬はどれか、２つ選べ。

ａ パ ロ キセチン

ｂカルバマゼピン

ｃハロペリドール

．アトモキセチン

ｅ メ チ ルフェニデート

11㎡



6戸
Lｌ

2011(H23)年度6年生総合試験問題

４１５０歳の男性。ｌか月前から出現し、全身に拡大する皮疹を主訴に来院した。胸部や背部に類梢

円形の痴皮を有するびらん面が多発し、口腔内にもびらんや潰癌を認めた。背部および口腔内の

写真と背部の生検組織のH-E染色標本を示す。

この病理組織学的所見に対応する蛍光抗体直接法の所見はどれか。

ａ表皮細胞間へのIgGの沈着

ｂ表皮細胞間へのIgEの沈着

ｃ表皮基底膜部へのIgMの沈着

ｄ真皮上層の血管壁へのIgAの沈着

ｅ真皮上層の血管壁へのＣ３の沈着

４３５１歳の男性。以前より心雑音を指摘されていたが放置していた。lか月前、心不全のため前医

に入院､薬物療法のみで軽快し退院している。今後の治療法の精査のため当院に紹介受診となった。

現症：身長169ｃｍ、体重５８kg。脈拍数９２／分、不整。血圧158/７２mmHgoSpO292％（room

air）心尖部にLevinem度の汎収縮期雑音、胸骨左縁第４肋間にLevineⅢ度の拡張期雑音

を聴取。下腿浮腫を認める。外来におけるモニター心電図および心臓超音波検査を示す。

治療として不適切なのはどれか。

ａ利尿薬投与

ｂ僧帽弁置換術

ｃワルファリン投与

ｄジゴキシン投与

ｅアンギオテンシン変換酵素阻害薬（ACE-I）投与‘・蕊乙．

生検組織のＨＥ染色標本背部および口腔内の写真
■
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左室弓
４２６０歳の男性。日本酒３合以上／日、約35年間の飲酒歴あり。５年前から近医で肝障害の治療を

受けていた。約１か月前から腹部膨満が出現。ここｌか月で７ｋｇの体重増加あり。身体診察所見

で手掌紅斑と前胸部にクモ状血管腫を認めた。

今後起こる可能性が低い病態はどれか。

ａ血清アルブミン値の低下

ｂ血清アンモニア値の上昇

ｃ血清総ビリルピン値の上昇

ｄ血清総コレステロール値の低下

ｅ腹水中の好中球数が250/皿以下

園

Ｌ宮J旬

－１０４１８－

心臓超音波検査
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４４５５歳の男性｡心筋梗塞の既往あり。夏の夜に徹夜でテレビを見て明け方就寝。クーラーをつけず、

正午近くに起床。全身の発汗が著明で、両下肢が動かないことに気づき、救急車にて来院した。

受診時体温38.1℃･脈拍118/分､整｡血圧100/５０ｍｍＨｇ･意識JCSI-1o上肢の麻陣はないが、

両下肢は膝立て不能で、両側でBabinski反射を認める。

血液検査：白血球１０，１００“、赤血球589万、Ｈｂ１７．１９/dJ、Ｈt58.0％、血小板３８万、血液生化

学検査:ＣＫ３３０Ｕ/ｊ､Nal48mEq/ﾉ､Ｋ４１ｍＥｑ/Z､ＣｌｌｌＯｍＥｑ/ｊ､ＣＲＰ1.1ｍｇ/dﾉ(基

準：0.3以下）

頭部MRIＴ２強調画像とＭＲ静脈撮影を図に示す。

診断はどれか。

ａ脊 髄梗 塞

ｂ周期性四肢麻蝉

ｃ急'性散在性脳脊髄炎

．前大脳動脈領域梗塞

ｅ上矢状i拶脈洞血栓庁

酔一、

Ｔ２強調画像 ＭＲ静脈撮影

－１０４１９－
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４５６７歳の女性。ｌか月前からの労作時の息切れ、動惇を主訴に来院した。

血液所見:赤血球280万､Ｈｂ7.59/dJ､Ｈt35％､白血球2,200(好中球１６％､好酸球２％､単球８％、

リンパ球74％)､血小板３０万。染色体検査(Gバンド法)で､5q-(20細胞中２０個）の所見を認めた。

血液検査で低下が予測されるのはどれか。

ａ 葉酸

ｂフェリチン

ｃビタミンＢ１２

ｄ間接ピリルビン

ｅ好中球アルカリフォスファターゼ指数（NAPスコア）

４６５２歳の男性。労作時呼吸困難を主訴に来院した。３６歳の頃から湿性咳噺を自覚していた。２

～３年前から坂道や階段を上る時に呼吸困難を自覚するようになった。１０歳代の時から慢性副鼻

腔炎があり、２回の手術歴がある。喫煙歴はない。身長168ｃｍ、体重５４ｋｇ、体温36.7℃･脈

拍７８/分、韮。血圧116/７０ｍｍＨｇ。軽度のばち指を認める。両側胸部に吸気時のcoarsecrakles

と呼気時のwheezesを聴取する。血液所見：赤沈３７ｍｍ/１時間、白血球数9,600。血清生化学所

見：IgG１８６０ｍｇ/dノ（基準960～1,960)、ＩｇＡ６４０ｍｇ/dノ（基準１１０～410)、ＩｇＭ２４０ｍｇ/dノ（基

準65~350)。免疫学所見：ＣＲＰ４．３ｍｇ/dノ（韮準0.3未満)、寒冷凝集反応512倍（基準128以下)。

Ｉ啓疾から緑膿菌が検出された。胸部エックス線写真、胸部ＣＴを示す。

治療として適切なのはどれか。

ａシロリムス

ｂエリスロマイシン

ｃニューキノロン系抗菌薬

．吸入抗コリン薬

ｅ吸入副腎皮質ステロイド薬

胸部ＣＴ

胸部エックス線写真

－１０４２０－
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４８５８歳の男性。両下肢浮腫を主訴に来院した。４０歳から健康診断で肝機能異常を指摘されていた。

３週間前より両下肢のむくみが出現し体重も３ｋｇ増加した。血圧146/84ｍｍＨｇ、脈拍78/分、整。

両下肢の前狸骨部に圧痕を伴う浮腫を認める。尿所見：蛋白３＋、潜血２＋、赤血球lO-20/1視野、

順粒円柱陽性。血清生化学所見：総蛋白６０９/dZ、アルブミン３．０９/dﾉ、尿素窒素２４ｍｇ/dﾉ、クレ

アチニン１．０ｍｇ/dﾉ、総コレステロール２７８ｍｇ/dﾉ、総ビリルピン０．８ｍｇ/dI、ＡＳＴ５２１Ｕ〃、ＡＬＴ

４７５０歳の男性。体重の減少と動'|季を主訴に受診した。

特記すべき既往歴、家族歴はなし。

身長１７４ｃｍ、体重６０ｋ９．１年前の健診では６８ｋｇであった。

脈拍96/分・整・血圧200/l22mmHg。随時血糖274ｍｇ/dﾉ、Ｎａｌ３８ｍＥｑ/Ｉ、Ｋ４．０mEq/Z、Ｃｌ

ｌＯ３ｍＥｑ/ｊ､Ｃａｌ0.9ｍｇ/dノ（基準8.410.0)､Ｐ2.4ｍｇ/dｊ（基準2.5-45)､ＨｂＡ１ｃ８､３％（基準4.3-58)、

血中カテコラミン３分画：ドパミン０．０５，９/ｍノ（基準0.03>)、ノルアドレナリン11,000ｎｇ/ｍノ（基

閏

461U/j･腎生検PAS染色標本(400倍)及び蛍光抗体C3染色標本(400倍)を示す。

認

－１０４２２－－１０４２１－

準0.06-0.5)、アドレナリン８００，９/dノ（基準０１２，９/ｍﾉ>)。

腹部単純ＣＴでは30ｍｍ大の左副腎腫傷を認めた。

診断のために必要な検査はどれか。２つ選べ。 蕊忌室戸：
▽乱１~‐

弓

ｒ

ａｌｖｍＧシンチグラム

ｂ高張食塩水負荷試験

ｃ尿中メタネフリン定量

ｄ経口ブドウ糖負荷試験

ｅデキサメサゾン負荷試験

砧叱

蛍光抗体Ｃ３染色標本（400倍）

二’
~

、 一

腎生検ＰＡＳ染色標本(400倍）

診断はどれか。

ａ膜性腎症

ｂ急性糸球体腎炎

ｃ巣状糸球体硬化症

．腎アミロ イ ド ー シ ス

ｅ膜'性増殖性糸球体腎炎
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４９３０歳の女性。腹痛と堰吐を主訴に来院した。２週間前に頻尿が出現した。１０日前より右背部痛

と３７℃台の微熱が持続している。５日前より腹痛が出現し、Ⅱ厘吐を繰り返している。口腔内に無

痛性のアフタを認める。尿所見:蛋白（－)、潜血３+･血液所見:白血球8,900（リンパ球137％)。

血液生化学所見：尿素窒素１４ｍｇ/ｄＩ、クレアチニン０．６ｍｇ/dJ。ＣＲＰ０．５ｍｇ/dﾉ。免疫学所見：抗

核抗体160倍（基準20以下)、抗ＤＮＡ抗体５１U/ｍノ（基準１０以下)、抗Ｓｍ抗体陽性、ＣＨ５０１９

ｍ/』（基準30～40)。腹部造影ＣＴとＣＴ後に撮影した腹部エックス線写真を示す。

最も考えられるのはどれか。

ａ腎孟腎炎

ｂ尿路結石症

ｃループス腹膜炎

。サルコイドーシス

ｅ上腸間膜動脈閉塞症

５０７８歳の男性。食欲低下を認めたため近医を受診した。診察上、勝部に拍動性腫痛を認め、腹部

血管超音波で施行し、径６０ｍｍ大の腹部大動脈瓶を認め紹介となった。腹部造影ＣＴを示す。

治療法はどれか。２つ選べ。

ａ動脈塞栓術

ｂ血栓溶解療法

ｃステント留置術

ｄ人工血管置換術

ｅステン トグラフト内挿術

〃

j喝ｂ

一 一 一

－１０４２４－
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５１日齢ｌの新生児｡在胎37週に正常頭位分娩にて出生。出生体重は2,5509､身長は４６ｃｍ､アプガー

スコアは１分値が６点、５分値が８点であった。生後、呼吸障害はないが筋緊張低下とlWi乳力微弱

を認め、Levinem度の収縮期性心雑音を第３肋間胸骨･左縁に聴取する。肝牌腫は認めないが腹部

膨満があり、胎便の排世はまだ無い。顔貌は眼険裂斜上､内眼角賛皮､小さい鼻､舌の挺出がみられ、

両手業に猿線および第５指単一屈曲線を認める。

正しいのはどれか。

ａ積極的な治療は行わない。

ｂ腹部単純エックス線撮影をおこなう。

ｃ遺伝子診断が有効である。

ｄ猫の鳴き声のような甲高い声で泣く。

ｅ性腺機能不全を合併する。
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腹部造影CＴ

腹部造影ＣＴ

腹部エックス線写真
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

５２２８歳の初産婦。妊娠３１週５日に持続する水様性帯下を主訴に来院した。自然妊娠で、妊娠７週

から定期的に健診を受けていた。児の成長は週数相当であった。受診時､体温37.1℃､脈拍74/分、

整、血圧138/７９ｍｍＨｇｏ１５～20分間欠で下腹痛を認める。

まず、行う検査はどれか。

ａ尿検査

ｂ血液検査

ｃ超音波検査

．血圧の再検査

ｅＩｌ室内貯留物のｐＨ検査

５４１３歳の女子。生来健康である。全脊柱の単純エックス線写真を示す。

この疾患でチェックするべき点として適当でないのはどれか。

ａ肩の 高さ

ｂ肋骨隆起

ｃ大腿周囲径

ｄ肩甲骨の突出

ｅウエストのくびれの位置

冬嘩塞掛蝋鎚竪

‘零〃‘ｄ
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脳

５３４０歳の男性。小児期から全身の皮膚にあざを認めていた。成長とともに全身の皮府に小豆大～

母指頭大の腫癌が多発するようになった。また中学生頃より顔面の変形も認めるようになった。

両親には同様の症状を認めない。背部皮間と顔貌の写真を示す。

本疾患で見られないのはどれか。

ａ骨変形

ｂ神経線維腫

ｃ木葉状白斑

dpachydermatocele

e常染色体優性遺伝
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全脊柱の単純エックス線写真

Ｉ

５５３４歳の男性。火災現場で消火活動中に頭痛を訴え、その後意識障害が出現したため救急搬送

された。来院時、ＪＣＳ100、瞳孔は3.0ｍｍ左右同大、対光反射は迅速。脈拍114/分、整。血圧

127/６７ｍｍＨｇ･呼吸数24/分｡酸素飽和度100％･体温37」℃･口腔内､鼻腔にはススの付着を認め、

皮膚は鮮紅色であった。

この患者の血液検査所見で考えられるのはどれか。２つ選べ。

ａＢＵＮの上昇

bPaCO2の上昇

ｃカルシウムの上昇

ｄ代謝性アシドーシス

ｅアニオ ンギャップの開大

、
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背部皮膚の写真

－１０４２６－
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顔貌の写真
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５８２０歳の男性、大学生。基礎疾患なし。工事現場付近を歩行中、稲まれていた工事資材が崩れ、

数人が巻き込まれ受傷。救急搬送され検査を受けた。肺､肝臓を損傷､右上下肢を骨折していたが、

頭部に損傷はなかった。後日この事故で死者が出たと聞かされた。傷が治療されリハビリを進め

ていたころから、事故を受けた時の情景がたびたび思い起こされるようになった。

この症例にみられるのはどれか。

ａ強迫観念

ｂ妄想 知覚

ｃ広場恐怖

ｄ思考吹入

ｅ侵入的再体験

５６４３歳の女性。健康診断で胸部異常陰影を指摘され来院した。３か月前から夕方になると物が二

重に見えるようになるが翌朝は改善するため放置していた。胸部エックス線写真と胸部造影ＣＴを

示す。

診断に有用な検査はどれか。

ａ心電図

ｂ眼底検査

ｃ誘発筋電図

ｄ神経伝導速度

ｅ気管支鏡検査

ｏ邸‘
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巴

５９７７歳の男性。認知症があり特別養護老人ホームに入所している。全身の激しい樺みを主訴に来

院した。２か月前から全身に鐸みがあり、最近は津みによる夜間不眠も訴えている。体幹および

外陰部に捧疹や丘疹が多発していた。手掌には灰白色の線状の鱗屑を多数認めた。内服薬はない。

血液検査所見では肝機能および腎機能障害を認めない。線状の鱗屑から採取した検体の顕微鏡写

Ｉ
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真を示す。

治療として正しいのはどれか。

ａ免疫抑制薬外用副

ｂアシクロピル内服

ｃイベルメクチン内服

ｄセフェム系抗菌薬内服

ｅ腎皮質ステロイド薬内服

ロム

検体の顕微鏡写真
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胸部エックス線写真
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胸部造影ＣＴ

画
５７日齢５日の新生児。在胎38週５日、2,9009で出生した。多呼吸を主訴に来院。心エコー検査を

施行したところ重度の大動脈縮窄症､動脈管開存､左室肥大を認めた。心室中隔欠損症は認めなかっ

た。受診時の右上肢動脈酸素飽和度は９８％、下肢動脈酸素飽和度は８５％であった。

この症例について正しいのはどれか。

ａ直ちに動脈管を閉鎖する必要がある。

ｂ狭窄部切除端々吻合術の適応である。

cB1alock-Taussig短絡手術の適応である。

ｄ鎖骨下動脈フラップ法の適応はない。

ｅ体の成長を待って待機的に手術を行う。
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

６０１歳６か月の男児。１週間前に感冒に雁患し、発熱があった。近医にて内服薬を投与され－時

軽快したが、２日前より再び発熱し不機嫌になった。今朝より右耳介後部が発赤腫脹し耳漏が出

てきた。耳鏡所見では鼓膜および外耳道後上壁に発赤と腫脹が認められた。鼓膜には穿孔が認め

られ拍動性の耳漏流出を認めた。緊急で撮影した単純ＣＴ所見を示す。

６１６４歳の男性。２年前からの頻尿と排尿困難を主訴に来院した。直腸診で前立腺は鶏卵大で、硬

結や庄痛は認めない。尿所見と血液所見とに異常は認めない。ＰＳＡ２．１，９/ｍｊ（基準４０以下)。国

際前立腺スコア１５点（軽症0～7、中等症8～19、重傷20～35)。ＱＯＬスコア４点（軽症0～l、中

等症2～4、重傷５～6)。腹部超音波写真を示す。前立腺の長径は５０ｍｍ、短径は４５ｍｍ，前後径

は５２ｍｍであった。

次に行うのはどれか。

ａα１遮断薬投与

ｂ抗コリン薬投与

ｃ経直腸的前立腺生検

ｄ経尿道的前立腺切除術

ｅ恥骨後式根治的前立腺摘除術

最も適切な治療はどれか。

ａ鼓室形成術

ｂ中耳根治術

ｃ鼓膜雲切開術

ｄ乳突洞削開術

ｅ鼓膜換気チューブ挿入術

【、

－１０４２９－
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単純ＣＴ所見

腹部超音波写真

－１０４３０－



詞

『
2011(H23)年度6年生総合試験問題

６４６８歳の男性。易疲労性および複視を主訴に来院した。意識は清明。身長１６５ｃｍ，体重７３ｋｇ･

体温36.7℃･呼吸数１３回/分。脈拍６７回/分､整。血圧128/74mmHg・全方向で複視を認めるが、

瞳孔は左右同大で対光反射は正常である。頚部屈筋と四肢近位筋とに筋力低下を認め、握力は両

側22kg・筋萎縮はなく、深部雌反射は正常。感覚障害と自律神経障害はない。尿所見:蛋白（一)、

糖（一)。血液所見：赤血球384万、Ｈｂｌ１．７９/dﾉ、Ｈt３７％、白血球7,219．血清生化学所見：総

蛋白７．０９/dI，アルブミン４．５９/dﾉ、総ピリルピン0.3ｍｇ/ｄＩ、AST25IU//、ALT201U/j、LDH

l991U〃（基準１１９～229)、ＣＲＰ０，１ｍｇ/dJ。胸部エックス線写真正面像と造影ＣＴを示す。

６２６３歳の男‘性。左眼の視力低下を訴えて来院した。６か月前より左眼の変視症を自覚している。

視力は右0.8(熔正不能)、左0.06(矯正不能)。左右眼に白内障を認める。眼圧は右１５ｍｍＨｇ、左

ｌ６ｍｍＨｇ・右眼底に異常を認めない。左眼眼底写真を示す。

考えられるのはどれか。
ｌＬ

、も｛ａ糖尿病網膜症

ｂ加齢黄斑変性症

ｃ網膜中心静脈閉塞症

。脈絡膜悪性黒色腫

eVogt-小柳-原田病

－１０４３２－
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震鷺詔駕。

左眼眼底写真
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仙骨部の写真

錘’

胸部エックス線写真TF而像

６３８２歳の女性。一昨日から体調

写真を示す。

誤っているのはどれか。

ａ便汚染に注意する。

ｂ十分に乾燥させる。

ｃ栄養状態に注意する。

ｄエアーマットを使用する。

ｅ２時間ごとの体交を行う。

!瀧

－１０４３１－
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型仙骨部の一昨日から体調を崩し自宅で仰臥位のまま寝たきりとなり搬送された！

凸
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造影ＣＴ

§

この患者の診断に有用なのはどれか〔

ａ針筋電図

ｂポリグラフイ

ｃ誘発筋電図

ｄ神経伝導速度

ｅ脳幹誘 発 電 位
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６０歳の女性。持続する背部の窪痛があり､体重がｌか月で５kg減少したため来院した。発熱なし。

腹部は平坦。圧痛はなく腫痛を触知しない。

血液所見：赤血球350万、Ｈｂｌ２０ｇ/dJ、白血球6,500、血小板22.4万。血液生化学所見：総ピリ

ルビン０８ｍｇ/dj、ＡＳＴ32単位、ＡＬＴ２８単位、空腹時血糖９２ｍｇ/ｄｊ、アミラーゼ

７６単位、ＣＥＡ１２ｎｇ/dノ（基準５以下)、ＣＡ１９－９８８６単位（基準37以下)。腹部造影

ＣＴ検査、ERCP写真を示す。

3N目

適切な治療方法はどれか。

a陣分節切除術

ｂ陣体尾部切除術

ｃ乳頭括約筋形成術

ｄ陣頭十二指腸切除術

ｅ十二指腸温存陣頭切除術

－１０４３３－
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腹部造影CT検査
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ERCP写真
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